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 論文審査の結果の要旨
 炭索一炭素多重結合への求核剤の直接的な付加反応は,効率的な有機合成反応の一つである。本論文に
 おいて著者は,炭素一炭素多重結合と種々の金属種とのπ結合型錯形成を機軸とした研究を行い,各種窒
 素求核剤,有機ケイ素反応剤の触媒的な付加反応の開発に成功した。さらに,π型配位能の反応制御への
 応用により,官能基選択的な反応の開発に成功している。
 第1章では,アセチレン結合のルイス酸による配位活性化により,熱力学的に安定な芳香族ケイ素反応
 剤の分子内付加反応が立体選択的に進行することを見出している。本反応は有機金属種の新規合成法とし
 て注目される。
 第2章では,オレフィンπ結合の配位に着目し,キレート制御へ応用することで官能基選択的な反応の
 開発に成功している。本反応はオレフィン結合のルイス酸への配位能を明らかにすると共に,精密有機合
 成における新たな手法を提言している。
 第3章では,パラジウム触媒を用いたアセチレン結合へのアミン類の付加反応の開発に成功している。
 オルトアミノフェノールにより反応が円滑に進行することを見出し,機構的な面からの洞察により,パラ
 ジウムアクア錯体を用いた,より一般性のある反応への展開に成功している。これらの反応はアルキンの
 分子問ヒドロアミノ化反1,占にパラジウム触媒を用いた初めての例であり,触媒の安定性,操作の簡便性に
 おいて他の触媒系よりも優れており,実用的な含窒素化合物の合成反応であるといえる。
 第4章では,パラジウムあるいはルテニウム触媒存在下,共役ジインヘのヒドロアミノ化に引き続くレ
 トロマンニッヒ型の反応により,ジインの結合開裂を伴う複素環構築反応が進行することを見出している。
 本反応は,触媒的に進行する炭素一炭素三重結合変換反応の数少ない例の一つである。
 第5章では,アセチレン結合へのアミド結合の分子内付加反応が白金触媒により円滑に進行することを
 見出し,効率的な複素環構築法の開発に成功している。本反応は新規なアミド結合変換反応であり,副生
 成物を伴わない直接的な付加反応を伴い進行する点は,従来のカルボアミノ化反応と比較し特筆に値する。
 以上,本研究は有機金属化学,有機合成化学並びに反1,芯有機化学の分野に画期的な貢献をするもので,
 著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって嶋出朋
 嘉提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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